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化学変化と原子・分子

(3) 実験２は、日常で使われるあるものと似ているそれは何
か。

「熱を発生する化学変化」 １

(1) 実験１では何が生成されるか。

(2) 実験２では何が生成されるか。

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

１

(3)  この実験について以下にまとめた。ア～ウ に当てはまる 
語句をそれぞれ答えなさい。

「熱を吸収する化学変化」 ２

(1) この実験で生成されるものを３つ答えなさい。

(2) この実験では温度は上がるか、下がるか。

２

実験１　 酸化カルシウムに水を加える。 
実験２　鉄に塩水を加える。

4 化学変化と熱の出入り

(4) 実験1と２の化学変化は熱を発生する。このような反応を
何というか。

試験管に塩化アンモニウムと水酸化バリウムの順に入れ、
水を加える。

熱を発生する化学変化を（　ア　）反応といい、熱を吸収と
きの化学変化を（　イ　）反応という。一般に化学変化では
熱の出入りがある。これを（　ウ　）という。

□ (1)

□ (2)

□ (3)
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